
議議総務態援護機水と縁と花のまち襲撃畿

市政だより

昭和56年8月15日 No.928 

人口の動き

7月1日現在 前月比

人口計 66，341 +132 
男 31，942+109 
女 34，399+ 23 
世帯数 19，195+ 35 
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自然を生かした
山いアースぃレチでツク L

旭が丘小の裏山に完成

旭が正小学校の裏山にフィールド・アスレチックが

できあがりました。

乙の施設は、子供が通っている父兄からの浄財を活

かし、裏山の持ち主が土地を貸し‘ PTAがっくりあ

げたもので、マニラロープを編んだハンモックや樹聞

に張ったロープを滑車を使って降りるケーブルなど、

全部で10種類あり、自然を生かした施設に子供たちも

大喜びです。
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8
月
お
日

(
日
)

下

水

道

受

益

者

負

担

金

一

第
4
1

回
目
は
例
日
ま
で
に
一

今
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
い
ま
す
。
納
期
内
に
必
ず
納
め
一

下

水

道

事

業

受

益

者

負

担

金

の

ま

し

ょ

う

。

一

多
く
参
加
し
て
、
美
し
い
町
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

。
家
庭
で
は

※ 

南
北
を

結

べ

幹

線

d 

市

民

大

清

掃

町
内
の
清
掃
に
参
加
さ
れ
る
前

に
十
分
間
、
家
族
ぐ
る
み
で
家
の

ま
わ
り
の
「
一
掃
き
」
を
し
ま
し

ょ・つ。

昨年の市民大清掃で

。
町
内
で
は

家
庭
を
は
じ
め
、
子
ど
も
会
、

青
年
会
、
婦
人
会
な
ど
へ
呼
び
か

け
て
、
道
路
や
公
園
、
広
場
な
ど

。

日z E f--老人・身障者などに
活，
をー l

営時!
む的'
のな l

に 疾 i
支病
障な
がど

あで---一一一一一一一一一一一一一-J

介護人を派遣

大

村

線

三
十
分
間
の
清
掃
を
し
ま
し
ょ
う

な
お
、
空
カ
ン
は
不
燃
物
集
積

所
へ
、
ゴ
ミ
は
原
則
と
し
て
町
内

で
処
理
し
て
下
さ
い
。

。
職
場
で
は

市
民
大
清
掃
の
日
の
前
後
に
職

場
内
の
清
掃
を
し
ま
し
ょ
う
。

。
中
央
会
場
で
は

市
役
所
玄
関
前
、
福
祉
セ
ン
タ

ー
に
集
合
し
、
大
村
公
園
、
旧
円

融
寺
庭
園
、
大
上
戸
川
の
清
掃
を

行
い
ま
す
。

市
民
大
清
掃
事
務
局

(
市
生
活
環
境
課
内
)

。

。
る
老
人
な
ど
に
介
護
人
を
派
遣
し

白
常
生
活
の
世
話
を
行
う
制
度
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

派
遣
対
象
者
低
所
得
者
で
一
時

的
な
疾
病
な
ど
に
よ
り
日
常
生

活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
り
、

介
護
を
行
う
人
を
得
ら
れ
ず
、

次
陀
該
当
す
る
人

。
六
十
五
歳
以
上
の
人

。
身
体
障
害
者

。
母
子
家
庭
の
母

。
父
子
家
庭
の
父

。
一
人
暮
ら
し
の
寡
婦

介
護
の
内
容

。
食
事
の
世
話

。
住
居
の
掃
除

。
身
の
ま
わ
り
の
世
話

。
生
活
必
需
品
な
ど
の
買
物

。

。
医
療
機
関
と
の
連
絡

。
そ
の
他
必
要
な
用
務

期

間

七

日

t
十
日
程
度

申
込
方
法
本
人
か
近
所
の
人
が

保
護
課
へ
お
申
込
み
下
さ
い
。

。

。

新
し
い
凶
ミ
リ
映
画

フ
ィ
ル
ム
を
貸
出
し
ま
す

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
新
し

い
フ

ィ
ル
ム
が
入
り
ま
し
た
。

「
十
六
ミ
リ
映
写
機
操
作
認
定

証
」
を
持
っ
て
い
る
団
体
に
フ
ィ

ル
ム
、
映
写
機
を
無
料
で
貸
出
し

て
い
ま
す
の
で
大
切
に
ど
活
用
下

さ
い
。
た
だ
し
、

営
利
的
な
場
合

は
除
き
ま
す
。

フ
ィ
ル
ム
名
V
子
育
て
の
乙
乙

ろ

(
家
庭
教
育
)
V
希
望

(家

。

庭
教
育
)
V
飛
べ
な
い
紙
ヒ
コ

l
キ
(
進
路

・
進
学
指
導
)

V

子
ど
も
の
性
の
悩
み
と
親
の
態

度
(
性
教
育
)
V
母
親
の
願
い

と
父
親
の
役
割

(家
庭
教
育
)

V
一
年
生
に
な
る
た
め
に
(
幼

児
教
育
)

V
嫁
と
夫
を
姑
た
ち

(
婦
人
教
育
)
V
サ
ケ
を
育
て

る
家
族

(
児
童
劇
)
V
チ
ビ
六

二
死
満
塁

(児
童
劇
)

。

く〉

市
衛
生
組
織
連
合
会
、
市
民
憲

章
推
進
協
議
会
、
市
の
共
催
で
八

月
二
十
三
日
(
日
)
、
市
民
総
参

加
に
よ
る
「
市
民
大
清
掃
」
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た

道
路
や
空
地
の
雑
草

ゴ
ミ
や
空
カ
ン
の
散
在

は
町
の
環
境
を
著
し
く

阻
害
し
て
い
ま
す
。
市

民
一
人
ひ
と
り
の
心
が

け
で
、
自
然
に
恵
ま
れ

た
美
し
い
郷
土
を
い
つ

ま
で
も
き
れ
い
に
し
て

お
き
た
い
も
の
で
す
。

午
前
七
時
の
サ
イ
レ

ン
を
合
図
に
一
人
で
も

福
祉
年
金
所
得
状
況
届

早

自

に

手

続

き

を

国
民
年
金
の
福
祉
年
金
(
老
齢

・
障
害
・
母
子
)
を
現
在
受
け
て

い
る
人
、
ま
た
、

受
け
る
資
格
は

あ
る
が
現
在
支
給
停
止
に
な
っ
て

い
る
人
は
、

八
月
に
「
福
祉
年
金

所
得
状
況
届
」
を
提
出
す
る
乙
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
提
出
し
て
い
な
い
人
は
、

八
月
二
十
日
ま
で
に
印
か
ん
を
持

っ
て
保
険
年
金
諜
か
出
張
所
で
急

い
で
手
続
き
し
て
下
さ
い
。
遅
れ

る
と
十
一
月
分
の
支
給
が
お
そ
く

な
る
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

な
お
、
二
十
日
以
降
は
出
張
所

で
は
取
扱
い
ま
せ
ん
。
(
保
険
年
金
諜
)
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※ 夏鐙まつり
6万人の人出で楽しい祭りにな

，考会/-，l.

子
供
ら
の

夢
を
育
て
る

大

村

線

一

ご

協

力

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

一

ω一

八
月
一

日
、
一
一日
の
両
日
、

今

回
は
と
く
に
、

旧
大
村
藩

き

ま

し

た

。

一

沖
一

第
二
回
お
お
む
ら
夏
越
ま
つ
り

の
地
域
の
各
町
を
は
じ
め
、

東

乙
の
祭
り
が

タ
ふ
る
さ
と
大

一

お
一

を
開
催
い
た
し
ま
し
た

と

乙

ろ

京
、
関
西
各
地
区
よ
り
多
数
の

村

ク
の
名
物
と
し
て
、

年
ご
と

一

肌
一

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
に
よ

ど

来
大
も
あ
り
、
「
お
お
む
ら

に
、
よ
り
盛
大
に
な
る
乙
と
を
一

に一

一

り
盛
会
の
う
ち
に
終
了
す
る

乙

音

頭
」
を
中
心
に
多
彩
な
プ
ロ

念
じ
な
が
ら
お
礼
の
ご
挨
拶
と

一

在
一
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
村
警
察

グ

ラ
ム
に
よ
り
、

予
想
を

上

ま

い

た

し

ま

す

。

一

企一

暑
を
は
じ
め
、
関
係
各
機
関
及

わ

る
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が

で

一

一

び
運
営
に
ど
協
力
下
さ
っ
た
各

お

お

む

ら

夏

越

ま

つ

り

実

行

委

員

会

一

，

種
団
体
の
ご
厚
意
の
賜
と
厚
く

一

感
謝
申
し
上
げ
ま

す

。

会

長

戸

島

英

二

一
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-

妊

婦

教

室

九
月
の
妊
婦
教
室
は
、
中
地
区

公
民
館
で
行
い
ま
す
。

時
間

午
後
一
時

t
四
時

〈
生
活
環
境
課
)

-
こ
ん
に
ち
は

保
健
婦
で
す

一
般
健

康
相
談
は

血
圧
が
気

に
な
る
人

な
ど
、
健

康
に
関
す

る
相
談
に

応
じ
て
い

ま
す
。

場

所

市

役
所
健

康
相
談

室(
生
活
環
境
課
)

9月の健康相駿日程

内 容
9:00-11:0o 13:00-16:00 
乳幼児相談

妊婦相談|三般健康相談

乳幼児相談

!日|診療科目 |病医院名 |所在地 |電話

内 科 長崎医院寿古郷5-8615 
6 
耳鼻咽喉科 海江田医院武部郷lL3329

4 児科|出ロト児科 諏3丁訪目 2-2252 
13 
外・皮膚科中島外科西三城町2-3875 

内 科 上田医院 諏1丁訪目 2-3505 
15 
内 科 中村医院春日町2-2733 

|内 科 早田内科竹松本町5-3530 
20 

本西大村町産・婦人科 後藤産婦人科 2-6015 

産・婦人科 福田産婦人科 古1丁町目 2-6124 
23 
内 科 藤井内科東本町2-3878 

…問中口町5-4450
27 
泌尿器科黒木泌尿器科本西大村町 4-0211 

9月の日曜・祭日当番医

妊婦教
月日! 内
9/2 ¥。はじめて母親となる心得
|。妊娠中の保健

(第1回)1。映画、生命の創造、
五/~妊娠扇面栄養のーと万1ï(貧血食の実習〉
|。安産のために(補助動作.妊婦体操の実習)

〈第2回)1。産後の保健

~~~J 。育児(嬰みて言語錯誤設会んの入浴)
〈第g回)¥。映画、すばらしい母乳、
9 /30/。乳幼児の環境と性格
(第4回)/。家庭の幸せのために〈家族計画)

程
，.，.，. 
骨

目室

-
妊
婦
と
朝
刊
幼
児
の

健

康

相

談

赤
ち
ゃ
ん
の
発
育
、
栄
養
、
し

つ
け
の
面
で
、
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
生
後
五
カ
月
ま
で
に
一
度

は
お
で
か
け
下
さ
い
。(生
活
環
境
課
〉

午前8時~午後8時

9月の妊婦と乳幼児の健康相談日程
日| 時 間 場 所 対 象li tso~川大村保健所l生制カー乳児
13:30-15:00 福重出張所妊婦と乳幼児

819:30~1聞大村保健所 |生後川月d 児
13: 30-15 :tlO 鈴田出張所妊婦と乳幼児

1411139::3000~~1115::00001|竹松出積所 I乳 幼 児

281 9:30-11:00 1三浦出張所i妊婦と乳幼児

圃
3
歳
児
健
康
診
査

診療時間

対
象
昭
和
五
十
三
年
二
月
生
ま

れ
の
幼
児
が
対
象
で
す
が
、
昭

和
五
十
二
年
八
月

t
五
十
三
年

一
月
生
ま
れ
で
、
ま
だ
健
康
診

査
を
受
け
て
い
な
い
幼
児
も
受

※ 

空
力

は
捨
て
ず
に
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

ン

診
し
て
下
さ
い
。

目
時
八
月
二
十
七
日

午
前
九
時
三
十
分

t
十
時
、
午

後
一
時

t
一
時
三
十
分
(
受
付
)

場
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ど
持
参

下
さ
い
。

一

な
お
、
今
月
の
対
象
者
に
は
個

一

人
あ
て
通
知
し
ま
す
。

(
生
活
環
境
課
)

一

国

際

障

害

者

年

一

一

s完
全

参

加

と

平

等

s

一

一

ご

存

じ

で

す

か

一

一

@

日

常

生

活

用

具

に

盲

急

連

絡
の
手
段
を
図
る
た
め
、
一

一

人

用

電

卓

が

追

加

日

常

生

活

用

具

と

し

て

福

祉

電

一

一
重
度
障
害
者
に
対
し
実
施
し
話
を
貸
与
し
ま
す
@
希
望
者
は
一

一
て
い
る
日
常
生
活
用
具
の
給
付
福
祉
課
ま
で
お
い
で
下
さ
い
。
一

対

象

者

難
聴
者
や
外
出
困
難
同

一
に
つ
い
て
、
新
た
に
盲
人
用
電

一
車
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
希
望
な
身
体
障
害
者
(
二
級
以
上
二

一
者
は
福
祉
課
ま
で
お
い
で
下
さ
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
一

及
び
緊
急
連
絡
な
ど
の
手
段
一

一
対
象
者
視
力
障
害
者
二
級
以
と
し
て
必
要
性
が
認
め
ら
れ
一

一
上
で
就
労
し
て
い
る
人
、
主
る
人
(
障
害
者
の
み
の
世
帯
一

一
婦
、
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
世
帯
で
一

一

人

電

話

を

所

有

し

て

い

な

い

場

一

合
に
限
る
〉
で
、
所
得
税
が
一

一

@

福

祉

電

話

の

貸

与

"

非
課
税
の
世
帯
に
属
す
る
人
目

一

難

聴

者

や

一
、

MHVFL
外
出
困
難
な

0

0

0

一

一

4
1Y
F
重

度

障

害

者

耳

と

こ

と

ほ

の

相

談

日

一

一
E
R
W
R
に
対
し
コ
ミ
日
時
九
月
十
九
日
(
土
)
午
一

一

‘

、

副

ユ

ニ

ケ

l
シ

後

一

時

主

一

時

一

7紙
、

ョ

ン

及

び

緊

場

所

福

祉

セ

ン

タ

ー

一
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※ 

下
水
道

-
市
民
音
楽
祭
出
演
者

第
二
十
二
田
市
民
音
楽
祭
を
十

月
二
十
四
日
(
土
)
に
実
施
し
ま

す
が
、
出
演
者
を
募
集
し
ま
す
。

出
場
資
格
市
内
に
在
住
・
勤
務

す
る
個
人
・
グ
ル
ー
プ

種
目
邦
楽
、
器
楽
、
コ
ー
ラ
ス

声
楽

経
費
出
場
に
必
要
な
経
費
は
一

切
自
己
負
担

所
要
時
間
〔
個
人
〕
五
分
以
内

〔
グ
ル
ー
プ
〕
十
分
以
内

申
込
方
法
八
月
三
十
一
日
ま
で

に
所
定
の
申
込
書
で
市
音
楽
団

体
協
議
会
(
中
地
区
公
民
館
内

宮
@
l
一
三
七
六
)
へ

※
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成
上
、
出
演
団

体
が
多
い
場
合
は
次
回
に
お
願

い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
・

(
社
会
教
育
課
)

-
生
涯
学
習
の
推
進
標

語
県
教
育
委
員
会
で
は
、
地
域
で

学
び
合
う
生
涯
学
習
の
普
及
振
興

を
図
る
た
め
、
生
援
学
習
の
推
進

標
語
を
募
集
し
ま
す
。

作
品
の
内
容
生
涯
学
習
の
推
進

を
テ
!
マ
と
し
、
そ
の
必
要
性

住
み
よ
い
町
の

な
ど
を
具
体
的
に
平
易
に
あ
ら

わ
し
た
も
の

応
募
方
法
八
月
三
十
一
日
(
当

日
消
印
有
効
)
ま
で
に
官
製
ハ

ガ
キ
(
一
枚
に
一
点
〉
に
住
所

氏
名
(
ふ
り
が
な
)
、
年
齢
、

職
業
(
在
学
生
は
学
校
名
、
学

年
)
を
書
い
て
県
教
育
庁
総
務

課
(
長
崎
市
江
戸
町
二
|
一
三

宮
長
崎
@
ー
一
一
一
一
)
へ

(
社
会
教
育
課
)

• 自
衛

官

〔
ニ
等
陸
海
空
士
(
高
卒
)
〕

資
格
高
卒
(
見
込
)
で
二
十
五

歳
未
請

受
付
期
間
来
年
一
月
三
十
日
ま

で
註
験
〔
日
時
〕
第
一
回
は
十
月

二
目
、
第
二
回
以
降
は
受
付
時

に
指
定
〔
場
所
〕
大
村
部
隊

入
隊
時
期
来
年
三
月
中
旬

t
四

月
上
旬

〔
二
等
陸
海
空
士
〈
一
般
)
〕

資
格
中
卒
以
上
で
二
十
五
歳
未

満
受
付
期
間
常
時

試
験
〔
日
時
〕
受
付
時
に
指
定

〔
場
所
〕
大
村
募
集
事
務
所

入
隊
時
期
毎
月

問
合
せ
先
自
衛
隊
大
村
募
集
事

務
所
(
雷
①
|
六
一
二
七
)

(
市
民
課
〉

基
礎
づ
く
り

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)

天

正

遣

欧

少

年

使

節

@
記
録
⑬ 

。
リ
ス
ポ
ン
で
の
大
歓

迎

当
時
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
、
王

家
が
断
絶
し
、
そ
の
王
家
と
遠

戚
に
あ
た
る
ス
ペ
イ
ン
王
フ
ィ

リ
ッ
プ
二
世
が
国
王
を
兼
ね
て

い
ま
し
た
。
そ
し
て
実
際
に
は

そ
の
名
代
と
し
て
、
カ
ル
ジ
ナ

ル
・
ア
ル
ベ
ル
ト
枢
機
卿
が
統

リ
ス
ボ
ジ
の
港
で
一
夜
を
明

か
し
た
少
年
一
行
は
、
市
中
の

サ
シ
・
ロ
ッ
コ
修
道
院
に
案
内

さ
れ
、
乙
乙
を
宿
舎
と
し
て
二

十
五
日
間
当
地
に
滞
在
す
る
乙

と
と
な
り
ま
し
た
。

治
し
て
い
た
の
で
す
。

リスボン想外のシントラ王宮

枢
機
卿
は
早
速
リ
ベ
イ
ラ
王

宮
に
使
節
達
を
迎
え
、
年
齢
、

親
族
関
係
、
健
康
状
態
な
ど
を

聞
き
、
長
旅
の
労
を
ね
ぎ
ら
い

彼
等
を
最
上
級
の
使
節
と
し
て

接
待
し
て
い
ま
す
。
少
年
達
が

最
初
に
枢
機
卿
を
訪
ね
た
折
、

西
洋
の
礼
儀
と
し
て
下
位
の
者

が
高
貴
の
者
に
対
し
て
尊
敬
の

意
を
乙
め
て
行
わ
れ
る
、
手
へ

の
接
吻
を
枢
機
卿
に
し
よ
う
と

す
る
と
、
枢
機
卿
は
「
自
分
は

こ
の
よ
う
な
敬
礼
を
受
け
る
筋

の
者
で
は
な
い
」
と
言
っ
て
、

そ
れ
を
許
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
の
こ
と
か
ら
も
、
枢
機
卿
が

少
年
達
を
自
分
と
同
等
、
あ
る

い
は
そ
れ
以
上
の
者
と
し
て
接

し
た
乙
と
が
わ
か
り
ま
す
。

そ
の
後
枢
機
卿
は
、
自
分
が

滞
在
し
て
い
る
リ
ス
ボ
ン
効
外

の
シ
シ
ト
ラ
王
宮
に
、
少
年
達

を
紹
待
し
ま
し
た
。
乙
の
際
、

枢
機
卿
は
少
年
達
に
日
本
の
着

物
を
着
て
く
る
よ
う
希
望
し
て

い
ま
す
。

海
抜
約
二
百
メ
ー
ト
ル
の
地

に
あ
る
シ
ン
ト
ラ
王
宮
は
十
四

世
紀
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、

歴
代
の
王
が
避
暑
地
と
し
て
利

用
し
て
い
ま
し
た
。
白
地
に
花

鳥
木
の
模
様
を
あ
し
ら
っ
た
着

物
を
つ
け
、
見
事
な
大
小
両
万

を
差
し
た
少
年
達
の
出
立
ち
に

枢
機
卿
が
驚
き
、
も
の
珍
ら
し

げ
に
挑
め
た
こ
と
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
・
少
年
達
は
乙

の
紹
待
に
乙
た
え
て
、
枢
機
卿

に
銀
の
装
飾
を
施
し
た
犀
角
の

盃
を
献
上
し
て
い
ま
す
。

日
を
改
め
て
枢
機
卿
は
少
年

達
に
華
麗
な
買
馬
車
を
つ
か
わ

し
、
リ
ス
ボ
ン
市
内
の
見
学
を

も
行
わ
せ
て
い
ま
す
。
サ
ン
・

ジ
ョ
ル
ジ
ェ
の
古
城
、
サ
ン
・

ジ
J

エ
ロ
ニ
モ
ス
修
道
院
を
は
じ

め
と
す
る
数
々
の
キ
リ
ス
ト
教

の
施
設
、
そ
れ
に
造
船
所
、
畜

産
場
、
競
技
場
ま
で
も
見
て
ま

わ
り
ま
し
た
。
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募

集

-
高
齢
者
雇
用
促
進
の

た
め
の
標
語

高
年
齢
者
の
能
力
活
用
や
活
性

化
、
高
年
齢
者
の
雇
用
の
確
保
に

つ
な
が
る
内
容
を
簡
潔
に
表
現
し

た
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
方
法
八
月
三
十
一
日
ま
で

に
官
製
ハ
ガ
キ

一
枚
に
つ
き
作

品
一
点
と
住
所
、
氏
名
、
年
齢

勤
務
先
、
電
話
番
号
を
書
い
て

財
団
法
人

・
高
齢
者
雇
用
開
発

協
会

(東
京
都
千
代
田
区
三
崎

町
一

l
三
l
一
二
、

水
道
橋
ビ

ル
内
)
へ

(商
工
観
光
課
)

一

税

務

証

明

の

い

一

一

請

求

が

で

き

る

人

は

一

一

個
人
で
税
務
証
明
(
所
得
、

マ
納
税

管

理

人

一

一
課
税
、
納
税
)
を
請
求
で
き
る

マ
代

表

相

続

人

一

一
人
は
次
の
と
お
り
で
す
。

マ
配
偶
者
お
よ
び
生
計
を
一
に
一

一
マ
本
人

(納
税
者
)

す
る
親
族

(
同
居
の
親
族
)
一

一
V
本
人
の
委
任
状
、
承
諾
書

な

(

市

民

課

)

一

一

ど

を

持
参
し

た

人

一

-
合
気
道
会
会
員

一
般
男
女

(高
校
生
以
上
)
を

対
象
に
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

練
習
日

毎
週
月
曜
、
水
曜
、
金

曜

(午
後
六
時

t
八
時
)

場
所

市
武
道
館

申
込
方
法

練
習
日
に
直
接
武
道

館
へ

※
問
合
せ
は
合
気
道
会

一

み

ん

な

の

ス

ポ

ー

ツ

で

一

一

体

力

づ

く

り

を

F
・

一

一

ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
み
健
康
を

う

え
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
一

一
増
進
す
る
た
め
、
体
育
の

日

を

期

間

九

月

十

九
日

t
十
月
十
一

一
中
心
と
し
て
「
市
民
ス
ポ
ー
ツ

八

日

ま

で

一

一
月
間
」
を
実
施
し
ま
す
が
、
期

提

出

先

九
月
十
六
日
ま
で
に
一

一
間
中
、
地
域
や
町
内
な
ど

(職

教
育
委
員
会
体
育
課

へ

一

一
場
は
除
く
)
で
ス

ポ
ー
ツ
行
事

※

申

請

書

は
体
育
課
に
あ
り
ま
一

一
を
実
施
さ
れ
る
場
合
は
計
画
書

す。

一
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

検
討

の

一

事
務
局

(雷
@
!
O
二
七
三
)

へ

(体
育
課
)

-
九
州
芸
術
祭
「
九
州

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ

イ
ン
展
」
作
品

課
題

新
し
い
視
点
か
ら
九
州
の

観
光
を
自
由
に
と
ら
え
た
も
の

観
光
地
、
民
謡
、
年
中
行
事
、

郷
土
芸
能
、
イ
ラ
ス
ト
マ

ッ
プ

郷
土
玩
具
、
土
産
品

(
た
だ
し

特
定
の
商
社
名
、

商
品
名
で
な

い
も
の
)

規
格

B
全
版
パ

、不ル
貼
り

(一

O
三
O
×
七
二
八
)
タ
テ
に
限

る
。
新
聞
、
小
型
グ
ラ

フ
ィ
ッ

ク
な
ど
も
B
全
版
パ
、不ル

に
ま

と
め
る
こ
と
。

形
式

ポ
ス
タ
ー
、
新
聞
広
告
、

小
型
グ
ラ
フ

ィ
ッ
ク
、
カ
レ
ン

ダ
ー
、
テ
ー

マ
を
キ
ャ
ン
ペ

ン

※ 

犬
の
放
し
飼
い
は
事
故
の
も
と

必
ず
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う

と
し
て
と
り
あ
げ
た
も
の
、
イ

ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

問
合
せ
先
九
州
文
化
協
会
(
曾

福
岡
七
七

一
1
0
一
八
八
)
へ

(社
会
教
育
課
〉

ヘ
ス
ポ

ツ

-
m
mプ
i
ル
は
幻
自

は
使
用
で
き
ま
せ
ん

市
民
プ
l
ル
の
五
十
メ
ー
ト

ル

プ
l
ル
は
、

県
下
ジ
ュニ

ア
競
技

大
会
兼
ジ

ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

予
選
会
の
た
め

八
月
二
十
三
日

(
日
)
午
前
十
時
l
午
後
四
時
ま

で
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
(体
育
課
)

-
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会九

月
六
日

(
日
)

午
前
九
時

場
所
市
民
体
育
館

〔校
区
対
抗
団
体
戦
〕

チ
ー
ム
編
成

同

一
小
学
校
区
内

の
初
心
者
ま
た
は
マ

マ
さ
ん
で

男
子
ダ
ブ
ル
ス
二
組
、
女
子
ダ

ブ
ル
ス

二
組
、
ミ

ッ
ク

ス
一
組

を
編
成
す
る
乙
と
。

な
お
、
男

女
と
も
一

組
は
四
十
歳
以
上
。

た
だ
し
、

編
成
不
可
能
な
チ
ー

ム
は
隣
接
校
区
と
合
同
で
き
る

日
時

試
合
方
法
パ

l
ト
の
リ
ー
グ
戦

後
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

※
試
合
球
は
合
成
公
認
球

〔
一
般
男
女
戦
〕

種

目

シ

ン
グ
ル
ス
、
ダ
ブ
ル

ス

※
試
合
球
は
水
鳥
公
認
球

参
加
費

校
区
対
抗
H

一
チ
l
ム

二
千
円
、
一

般
男
女

u
一
人

1

種
目
玉
百
円

申
込
方
法
九
月
二
日
ま
で
に
パ

ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

(
市
役
所
内

中
島
泰
二
あ
て
)
へ
(体
育
課
)

一

金

婚

式

該

当

者

に

記

念

品

一

一

市
は
、
敬
老
の
日
を
記
念
し

対

象

者

本

市
に

一
年
以
上
居

一

一
て
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た
夫

婦

住

し
、
九
月
十
五
日
現
在
で
一

一
を
祝
福
し、

長
年
円
満
な
家
庭

婚
姻
(戸
籍
に
記
載
し
た
日
)
一

一
を
築
か
れ
社
会
の
た
め
に
貢
献

か
ら
満
五
十
年
を
迎
え
ら
れ
一

一
さ
れ
た
労
を
ね
ぎ
り
う
た
め、

た
夫
婦

(婚
姻
年
月
日
が
昭

一

一
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す

。

和

五

年
九
月
十
六
日

t
六
年

一

一

該
当
者
は、

金
婚
記
念
該
当

九
月
十
五
日
ま
で

)

一

一
申
立
書
に
戸
籍
謄
本
を
添
え
て

提

出

期

限

九

月
十
五
日

一

一
保
護
課
に
提
出

し

て

下

さ

い

。

(

保
護
課
)
一

一

〈

〉

〈

〉

八〉

一

一

ね

た

き

り

老

人

に

見

舞

金

一

一

ね

た

き
り
の
老
人
に
見
舞
金
へ
提
出
し
て
下
さ
い

。

-

一
を
差
し
上
げ
ま
す

。

対

象

者

九

月

一
日
現
在
、

六

一

一

該
当
者
は
、
ね
た
き
り
老
人

十
五
歳
以
上
で
本
市
に一

年

一

-
見
舞
金
申
請
書
に
診
断
書
を
添

以
上
居
住
し
六
カ
月
以
上
ね

一

一
え
て
九
月

一
日
ま
で
に
保
護
課

た
き
り
の
人

一
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りおおむ市政だより(7) 

※ 

有
リ
ン
合
成
洗
剤
は
海
を
汚
し
ま
す

粉
石
け
ん
に
切
替
え
ま
し
ょ
う

も

よ

お

し

国
夏
休
み
子
ど
も
映
画

会一
日
時
・
場
所
八
月
二
十
日

マ
午
前
十
時

t
正
午
(
鈴
田
住

民
セ
ン
タ
ー
)
マ
午
後
一
時

三
十
分

t
一
二
時
三
十
分
(
三
浦

住
民
セ
ジ
タ
l
)

映
画
「
チ
ピ
六
、
二
死
満
塁
」

「
鴨
と
り
ど
ん
べ
え
」

対
象
小
学
校
全
学
年
、
子
ど
も

会
、
父
兄

入
場
料
無
料

(
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
雷
④

l
一
二
一
六
一
)

9月の定例担談自

市民相厳コーナー (広報公聴課) で

すべて無料で行っています。お気軽に

ご相談下さい。

(3日，10:00--15:00)談相権.人

-
国
際
障
害
者
年
記
念

納
涼
盆
踊
り
大
会

八
月
二
十
二
日
(
土
)

午
後
六
時

t
九
時

場
所
パ
ー
ル
ハ
イ
ム
(
木
場
二

丁
目
、
曾
③
l
六
七

O
九〉

(
福
祉
課
)

日
時-/'( /てルン

ド
7 
3こ

ス
7" 
イ

八
月
二
十
二
日
(
土
)

午
後
六
時
三
十
分
か
ら

場
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

出
場
団
体
パ

l
ル
ハ
ワ
イ
ア
ン

ズ
、
ビ
ッ
グ
カ
ン
ト
リ
ー
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
、
大
村
ジ
ャ
ズ
研
究

会
、
も
み
の
木
(
フ
ォ
ー
ク
パ

日
時

00日， 9:30--12:00)

(11日， 9:30--12:00) 

C16日，10:00-15:00)

.厚生・国民年金相談 (21 日~ . 1O :-00-15:00) 

談

談

畿

相

相

相

政

コ」z--回

律

.行

.萱-j去
(22日.10:00-15:00)

(25日，13: 00-16: 00) 

.交通事故相談

談相産動-不

ン
ド
)

入
場
料
三
百
円

主
催
市
音
楽
団
体
協
議
会

後
援
市
教
育
委
員
会

-
キ
リ
シ
タ
ン
巡
礼
の

旅市内
の
キ
リ
シ
タ
ン
史
跡
を
郷

土
史
家
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
巡

る
パ
ス
ツ
ア
ー
を
行
い
ま
す
。

昼
食
は
大
村
寿
し
を
、
そ
し
て

参
加
者
に
は
黒
丸
踊
り
人
形
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

日
時

八
月
二
十
三
日
(
日
)

集
合
場
所
観
光
案
内
所
(
大
村

駅
前
)
午
前
九
時
集
合

定
員
四
十
七
人

参
加
費
千
円

申
込
先
商
工
観
光
課

※
暑
い
の
で
帽
子
・
日
が
さ
な
ど

を
用
意
し
て
、
ま
た
、
山
歩
き

で
き
る
服
装
で
お
い
で
下
さ
い

-
第
何
回
県
美
術
展

部
門
日
本
画
、
洋
画
、
デ
ザ
イ

ン
、
工
芸
、
写
真
、
書
、
彫
塑

会
場
・
会
期
〔
長
崎
〕

県
立
美

術
博
物
館
H

九
月
四
日

t
二
十

日
(
七
日
、
十
四
日
は
休
み
)

〔
佐
世
保
〕
玉
屋
デ
パ
ー
ト
H

九
月
二
十
五
日

t
二
十
九
日

入
場
料
大
人
三
百
円
、
大
・
高

生
二
百
円
、
中
・
小
生
百
五
十

円
(
三
十
人
以
上
団
体
割
引
)

特
別
招
待
日
(
無
料
)

マ
敬
老
招
待
日
〔
長
崎
〕
九
月

十
五
日
〔
佐
世
保
〕
九
月
二
十

六
日
※
六
十
歳
以
上
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
も
の
を
提
示
す

る
こ
と
。

マ
身
障
者
招
待
日
〔
長
崎
〕
九

月
十
日
〔
佐
世
保
〕
九
月
二
十

八
日
※
身
障
者
手
帳
を
提
示

す
る
乙
と
。

(
社
会
教
育
課
)

講

座

-
あ
な
た
が
つ
く
る
青

年
講
座

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
は

若
者
の
た
め
の
青
年
講
座
を
聞
き

ま
す
。
皆
さ
ん
で
つ
く
る
楽
し
い

講
座
で
す
。
あ
な
た
も
友
達
を
さ

そ
っ
て
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
間
九
月
十
一
日

t
十
二
月

〈
毎
月
第
一
一
・
第
四
金
曜
、
午

後
七
時

t
九
時
)

対
象
・
定
員

青
年
男
女
、
三
十

人
内
容
じ
よ
う
ず
な
話
し
方
の
ヒ

ケ
ッ
、
流
行
と
オ
シ
ャ
レ
、
や

さ
し
い
映
写
機
操
作
、
モ
グ
ラ

討
論
会
、
真
夜
中
ハ
イ
ク
、
楽

し
い
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
な
と

講
師

N
B
C
ま
た
は

K
T
N
の

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど

受
講
料
無
料
(
教
材
費
は
実
費
)

申
込
方
法
八
月
二
十
日

t
九
月

一
日
ま
で
の
聞
に
電
話
で
コ

ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
(
曾
④
|

三
一
六
一
)
へ

※
定
員
で
締

切
り
ま
す
。

誌

験

-
警
察
官

B

乙
の
試
験
は
、
長
崎
県
、
埼
玉

県
、
千
葉
県
、

警
硯
庁
、
神
奈
川

県
、
愛
知
県
、
京
都
府
、
大
阪
府

兵
庫
県
に
そ
れ
ぞ
れ
勤
務
す
る
警

察
官
(
巡
査
)
の
採
用
試
験
で
す

受
付
期
間

九
月
七
日

t
二
十
一

口
H

第
一
次
試
験
十
月
二
十
五
日

受
験
資
格
昭
和
二
十
九
年
四
月

一一日

t
三
十
九
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
男
子

(県
警
察
本
部
警
務
課
雷
長
崎

⑫
|
五
一

O
一
)

-

狩

猟

免

許

日

時

〔

知
識

・
適
性
〕
九
月
四

日
〔
技
能
〕
九
月
二
十
一
日

場
所
県
勤
労
福
祉
会
館
(
長
崎

市
桜
町
)

申
請
先

県
自
然
保
護
課
(
長
崎

市
江
戸
町
二
l
一
三
、
雷
長
崎

@
i六
七

一
五
)

受
付
期
間
八
月
三
十
一
日
ま
で

(農
林
水
産
課
)

一

二

「
コ
ガ
タ
ア
カ
一

一

一
一

イ
エ
カ
」
発
生
の
一

一

れ

一
季
節
と
な
り
ま
し
一

一

そ

一
た
。

一

一

点

一

特
に
八
月
は
流

一

一

¢

一
行
期
に
入
り
ま
す

一

一
一
T

m

.

-
，
f
一
の
で
、
蚊
の
発
生
-

'一
ι

-

一

読

一
源
を
な
く
す
と
と
一

一
火
山

一
も
に
、
健
康
に
注
一

'

i
一

-

一

寸

一
意
し
ま
し
ょ
う
。

一

一

司

マ

過

労

を

避

け

て
一

一

日

一
一

一

-

一
一

睡
眠
を
十
分
に

-

一

之

る

こ

と

。

-

一
マ
栄
養
を
と
り
、
体
力
を
つ
一

一

け

る

乙

と

。

一

一
マ
蚊
に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に
一

一

す

る

こ

と

。

一

一
マ
直
射
日
光
に
長
時
間
照
ら
一

一

さ

れ

な

い

こ

と

。

一

一

(

生

活

環

境

課

)

一



(8) 

-t 

母

輩

り

-
花
ま
つ
り
写
真
コ
ン

テ
ス
ト
審
査
結
果

おおむ

花
ま
つ
り
期
間
中
、
花
や
史
跡

な
ど
を
テ
l
マ
に
し
た
写
真
を
募

集
し
ま
し
た
が
、
白
黒
プ
リ
ン
ト

四
十
三
点
、
カ
ラ
l
ス
ラ
イ
ド
三

百
五
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
各
賞
を
次

の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

〔
白
黒
プ
リ
ン
ト
〕

V
推
せ
ん
・
特
選
H

該
当
な
し

市政だより

V
入
選
H
八
点
大
藤
友
次
(
諌

早
市
)
中
島
優
(
二
点
、
木
場
二

丁
目
)
木
村
博
昌
(
諏
訪
二
丁
目
)

川
田
光
栄
(
佐
世
保
市
)
中
島
泰

二
(
三
点
、
木
場
二
丁
目
)

〔
カ
ラ

I
ス
ラ
イ
ド
〕

V
推
せ
ん
H

一
点

弘
(
佐
賀
県
)

V
特
選
リ
二
点
種
村
洋
一

(
諌
早
市
)
永
田
邦
弘
(
一

の
郷
)

V
入
選
H
十
二
点
種
村
洋

一
(
諌
早
市
)
松
永
安
弘

(
二
点
、
佐
賀
県
)
松
永
和

久
(
佐
賀
県
)
小
寺
利
啓
(
玖

島
郷
)
中
島
優
(
三
点
、
木
場

松
永
安

二
丁
目
)
永
田
邦
弘
〈
二
点
、
一

の
郷
)
中
島
泰
二
(
木
場
二
丁
目
)

田
中
温
(
西
大
村
本
町
)

(
商
工
観
光
課
)

-
危
険
物
取
扱
者
講
習

会一
日
時
九
月
十
七
日

場
所
諌
早
市
勤
労
者
福
祉
会
館

申
込
方
法
八
月
十
七
日

t
二
十

四
日
ま
で
に
受
講
申
請
書
を
提

出
し
て
下
さ
い
。
・
申
請
書
は
大

村
消
防
署
で
交
付
し
ま
す
@

問
合
せ
先
県
消
防
防
災
課

(
大
村
消
防
署
)

一

旭

が

丘

小

の

一

一

第

2
期

工

事

に

ご

協

力

を

/

一

一
八
月
三
日
か
ら
旭
が
正
小
学
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
一

一
校
の
第
二
期
工
事
が
始
ま
り
ま
工
事
期
間
〔
建
築
工
事
〕
来
一

一

し

た

。

年

一

月

ま

で

〔

敷

地

整

備

〕

一

一

工

事

期

間

中

は

、

大

変

ど

迷

来

年

三

月

ま

で

一

一
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ど
協
(
教
育
委
員
会
庶
務
課
)
一

-
整
備
士
認
定
試
験
受

験
準
備
講
習
(
学
科
)

対
象

三
級
シ
ャ
シ
受
験
希
望
者

昭和56年8月15日
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、.司、t‘・
1
・司、.明、・!・!t‘.‘、t、‘司、・
1
・・
、.司、九

一

ご

寄

付

・

ご

好

意

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

七

個

マ

内

田

妙

光

(

古

町

二

枝

会

長

ほ

ど

老

人

福

祉

セ

ン

一

丁
目
)
慈
恵
荘
へ
洋
服
ほ
か
六
タ
l
へ

民

踊

慰

問

…

茂

生

)

五

万

円

マ

内

田

妙

光

一

敏

寄

付

一
敬

称

略

十

五

点

マ

出

口

ウ

タ

(

小

路

清

和

国

へ

一

一

一
合

舟

芯

比

一
敬
称
略
(
古
町
二
丁
目
・
亡
姉
前
田
フ

f

司

、

口
町
)
慈
恵
荘
へ
キ
ュ
ウ
リ
四
マ
高
峰
三
枝
子
(
女
優
)
写
真
一

一

f
;
;
u
¥

ミ
)
三
万
円
マ
野
田
学
(
大
国
際
障
害
者
年
事
業
へ
十
四
キ
ロ
ほ
か
マ
中
川
直
親
集
(
パ
ラ
よ
永
遠
に
)
マ
出
一

マ
国
際
障
害
者
年
チ
ャ
リ
テ
ィ
ハ
東
京
都
)
慈
恵
荘
へ
五
万
円
口
定
(
小
路
口
町
)
キ
ュ
ウ
リ
一

一

文

化

基

金

へ

川

田

町

・

亡

父

徳

右

衛

門

)

五

公

演

実

行

委

員

会

H
十

六

万

二

漬

九

・

三

キ

ロ

、

ナ

ス

八

・

五

一

マ
松
尾
政
喜
(
古
町
二
丁
目
)

一

マ

和

田

一

馬

(

水

主

町

・

亡

父

万

円

マ

片

岡

昇

(

本

町

一

丁

千

七

百

三

十

円

キ

ロ

、

カ

ボ

チ

ャ

四

キ

ロ

マ

-

慈
恵
荘
へ
衣
類
八
十
二
点
マ

一

儀

八

郎

)

十

万

円

目

・

亡

父

重

雄

)

金

一

封

マ

社

会

福

祉

協

議

会

へ

預

託

本

竹

良

子

(

民

踊

協

会

会

長

)

詰

埼

刀

ぷ

冷

ば

一

一

国

際

障

害

者

年

事

業

へ

谷

山

修

(

桜

馬

場

一

丁

目

・

亡

行

官

町

一

り

り

ι
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
鏡
台
一
ほ
か
マ
前
川
与
(
宮
小
路
一
一

台
マ
八
田
テ
ヨ
(
民
踊
協
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